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令和４年９月橋本市議会定例会会議録（第４号）その２ 

令和４年９月14日（水） 

                                           

（午前９時30分 開議） 

○議長（小林 弘君）皆さま、おはようござ

います。よろしくお願いします。 

 ただ今の出席議員数は17人で、定足数に達

しております。 

                     

○議長（小林 弘君）これより本日の会議を

開きます。 

                     

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（小林 弘君）これより日程に入り、

日程第１ 会議録署名議員の指名 を行いま

す。 

 本日の会議録署名議員は、会議規則第88条

の規定により、議長において、３番 南出君、

14番 樽井君の２人を指名いたします。 

                     

 日程第２ 一般質問 

○議長（小林 弘君）日程第２ 一般質問を

行います。 

 順番13、10番 土井君。 

〔10番（土井裕美子君）登壇〕 

○10番（土井裕美子君）皆さん、おはようご

ざいます。一般質問３日目のトップでござい

ます。よろしくお願いいたします。 

 それでは、ただ今、議長のお許しを頂きま

したので、通告に従いまして一般質問を始め

させていただきます。 

 今回の私の質問項目は一つでございます。

本市におけるＧＩＧＡスクール構想の現状と

今後の課題についてです。 

 令和元年12月、国から１人１台の端末と高

速大容量の通信ネットワークの整備を一体的

に進めるＧＩＧＡスクール構想が提唱されま

した。文部科学省が出しております「ＧＩＧ

Ａスクール構想の実現へ」というリーフレッ

トの中では、「１人１台端末と、高速大容量の

通信ネットワークを一体的に整備することで、

特別な支援を必要とする子どもを含め、多様

な子どもたちを誰一人取り残すことなく、公

正に個別最適化され、資質・能力が一層確実

に育成できる教育ＩＣＴ環境を実現する。こ

れまでの我が国の教育実践と最先端のＩＣＴ

のベストミックスを図ることにより、教師・

児童生徒の力を最大限に引き出す」と書かれ

ております。 

 皆さまもよくご存じかと思いますけれども、

このＧＩＧＡスクール構想は、当初は令和５

年度末までの達成をめざすということでござ

いましたけれども、新型コロナウイルス感染

症の影響もございまして、令和２年度中に前

倒しで整備をすることとなりました。 

 そんな中、本市におきましても、令和３年

４月より橋本市立の小・中学校の児童生徒に

１人１台のタブレット端末を配布して、日常

の授業の中で活用をしているということでご

ざいます。今回はその現状と今後の課題につ

いてお聞かせを頂きたいと思います。 

 ①使用頻度（時間など）、各学校、教科での

現状について。 

 ②教職員の研修について。 

 ③教職員の業務負担軽減について。 

 ④家庭に持ち帰ったときの活用方法につい

て。 

 それぞれの項目についての現状と課題をお

聞かせください。 

 私の壇上よりの１回目の質問を終わります。

明快なご答弁をよろしくお願いいたします。 

○議長（小林 弘君）10番 土井君の質問、

本市におけるＧＩＧＡスクール構想の現状と
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今後の課題に対する答弁を求めます。 

 教育長。 

〔教育長（今田 実君）登壇〕 

○教育長（今田 実君）おはようございます。 

 本市におけるＧＩＧＡスクール構想の現状

と今後の課題についてお答えします。 

 ＧＩＧＡスクール構想においては、昨年、

橋本市学校教育情報化推進計画を策定し、令

和３年度から令和７年度までの５年間で本市

が取り組むべき具体的方策やめざす姿を明確

にするとともに、目標達成に必要な進捗管理

を行いながら具体的な取組を進めているとこ

ろです。 

 まず、一点目の使用頻度、各学校、教科で

の現状についてですが、昨年度末に実施した

調査結果では、１日平均2.0時間ＩＣＴ機器を

活用した授業が行われていました。本格的に

整備されてから間がありませんが、各学校に

おいては失敗を恐れずにＩＣＴ機器を活用し

た授業づくりに取り組んでいる状況です。 

 しかし、活用が進んでいる反面、活用を進

められている教員とそうでない教員の差が生

じてきているのが課題です。背景には、学習

に適した具体的な活用方法への理解が不十分

であったり、１人の教員で授業を行う際のト

ラブルが不安であったりという要因があるこ

とから、研修会等を通じて多くの事例を提供

することや、教員間で気軽に相談やサポート

を行い合える雰囲気づくりを進める必要があ

ると考えています。 

 二点目の教職員の研修についてですが、Ｇ

ＩＧＡスクール構想の基本的な考え方やＩＣ

Ｔの具体的な活用方法等について取りまとめ

た「橋本市学校教育情報化ハンドブック」と

その説明動画を作成し、全教職員に対して周

知を行いました。データはクラウド上に保存

しており、いつでも閲覧することができるよ

うにしています。 

 また、大学教授等による教員研修会の開催

や実践事例集の作成を進めることで、教員の

意識向上と技能向上に取り組んできました。

その結果、国が毎年実施している「学校にお

ける教育の情報化の実態等に関する調査」に

おいて、児童生徒のＩＣＴ活用を指導できる、

授業中にＩＣＴを活用して指導できる、情報

活用の基盤となる知識や態度について指導で

きると回答する教員の割合が以前の数値より

も向上し、教員の指導力向上を図ることがで

きていると考えています。 

 三点目の教職員の業務負担軽減についてで

すが、これまでも校務支援システムを導入し、

事務負担軽減に取り組んでおり、さらに、プ

リント類をデータ化し校内で共有することで、

過去の文書や学習プリント等を有効活用する

ことも推進しています。 

 また、ＩＣＴの整備が進んだことにより、

オンライン会議や研修会を実施する機会が増

加しました。オンラインで行うことにより教

員が移動する時間を節約でき、他の業務に割

り振ることができるようになりました。事故

等のリスクを軽減させることもでき、負担軽

減につなげることができています。 

 しかし、新しい機器を取り入れた新しい指

導を進めていくにあたり、教員にはこれまで

にない知識を身につける必要が生じています。

ＩＣＴ支援員の配置等により教員の支援に取

り組んでいるものの、新たな負担が生じてい

るという面も否定できません。教育委員会と

しても、相談体制を整備する等の支援をしっ

かりしていきたいと考えています。 

 四点目の家庭に持ち帰ったときの活用方法

についてですが、現状、毎日の持ち帰りは行

っていません。新型コロナウイルス感染症等

により学校に登校できない場合には、家庭に

端末を持ち帰り、オンラインで授業を配信す

る等の活用を行っています。また、不登校生
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徒に対する学習保障に向けた実証研究にも取

り組んでいます。隅田中学校を中心に授業配

信システムを利用し、その効果についての検

証を行っています。全ての生徒が希望し継続

的に利用できているわけではありませんが、

日々の頑張りを評価につなげることで生徒の

自己肯定感の向上、進路選択につながったと

の報告を受けています。これらの実践を学校

間で共有し、効果的な活用についてさらに研

究を進めていきます。 

○議長（小林 弘君）10番 土井君、再質問

ありますか。 

 10番 土井君。 

○10番（土井裕美子君）コロナ禍ということ

もございまして、なかなか学校現場への視察

というか、それもはばかられるところがござ

いまして、私たちも始まってから学校現場で

どのような使い方をされているのかという現

状を実際、見ていない状況でございますので、

１年以上たちましたから、今回は少しその現

状等のご報告をしていただけないかなという

ことでこの質問をさせていただきました。 

 １日平均約2.0時間お使いになっていると

いうことでございますけれども、１年生から

小学校では６年生まで、中学校ではもちろん

３年生まで通して、１人１台端末が配布され

ているということでございますが、なかなか

小学校１年生で、鉛筆もきっちり持ち方もま

だまだ学べないというか学べてないこともご

ざいまして、そのような中で１年生も２時間

ぐらいやっていらっしゃるのかなということ

で、タブレットを使ってどのような授業をさ

れているのかなというのもお聞きしたいんで

すけれども、お教えいただけますでしょうか。 

○議長（小林 弘君）教育長。 

○教育長（今田 実君）ただ今の質問にお答

えさせていただきます。 

 １年生から中学校３年生までありますので、

活用についてはやはり幅広い活用になります。

けれども、１年生だからといって本当に何も

できないかといったら、案外できるというの

が私の印象であります。 

 具体的に話をさせていただきますと、なか

なかキーボード入力というのは取組としては

行っていないんですけれども、一例を挙げま

すと、算数科の図形に関する授業で、身の回

りの中で例えば三角形とか四角形とか、そう

いった形を探そうというような授業があった

とします。そしたら、子どもたちは身の回り

にあるものの中からその形を探して、写真を

撮って、それをクラウド上にアップしてみん

なで共有して見るだとかという授業も行って

おります。 

 また、ペイントを使って生活科で観察等に

行ったときに、その様子を絵に表してみたり、

教科書には最近、２次元コードがついている

場合があります。そんなのを読み取ってその

動画を見たりするなど、そういった取組もし

ております。 

 また、コロナ禍で学級閉鎖というようなこ

とがあったときに持ち帰って、１年生がいわ

ゆるオンライン上の会議室へ入室して、授業

までもいかないんやけれども、健康のチェッ

クをしたりというようなこともできたり、そ

れが進んで少し授業を行ったりというような

ことも行っている事例もございます。１年生

であってもその辺りができますので、当然２

年生、３年生に進んでいくに従って、自分の

考えたことをプレゼンしたりとか、共有した

りとかというのは本当に進められているかな

と、そんなふうに思っております。 

 そんなのを昨年度、事例集を作りました。

各学年において本当にいろんな使い方をして

くれているなと、そんなふうに考えておりま

す。 

○議長（小林 弘君）10番 土井君。 
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○10番（土井裕美子君）うちも孫がいるんで

すけれども、３歳ぐらいでも私たちよりタブ

レットをこういうふうに指で動かして、私ら

は指がかさかさでなかなか反応しないんです

が、子どもの指のほうが反応して、私よりも

使い方が上手やなというふうなこともござい

ますので、今は本当にパソコンのタブレット

端末なんかは、子どもたちは鉛筆とかノート

を普通に使いこなせるような形と同じように

使いこなせていくような時代になったんだな

というのは、本当に小さい子どもを見て痛切

に今感じている次第でございます。 

 質問の中で四つの項目を挙げさせていただ

きましたけども、順番ではなく総合的に再質

問をさせていただきますので、ご了解をお願

いいたします。 

 次に、教育委員会といたしましては「橋本

市学校教育情報化ハンドブック」というのを

作っていただきまして、その説明動画である

とか、それがいつでも閲覧が可能であるとい

うような形で、見せていただきましたが大変

分かりやすくて、現場の先生方にとってはと

ても役立っているようなハンドブックだと感

じました。そのような中で、各学校間でいろ

んな様々な授業を行っているときに問題が生

じてくると思うんですけれども、その時々、

それに対処をされているんですが、学校間で

生じた問題を解決するにあたっての、こうい

うふうに解決したよというような形で情報共

有をされているのではないかなと思うんです

けれども、どのような形で学校間での情報共

有については行われているのかお教えくださ

い。 

○議長（小林 弘君）教育長。 

○教育長（今田 実君）各学校間での情報共

有はどのようにされているかということにつ

いてですけれども、まずそれぞれの学校にお

いて情報教育主任というのがおります。各学

校においてはその先生が中心となって、生じ

た課題について情報共有したり、それを例え

ばヘルプデスクだとか教育委員会に連絡して

解決していただいたりというようなことはあ

るんですけれども、学校間においてもこれま

でに活用事例集を作成して、具体的な活用方

法について情報共有を行ってきておるという

のは先ほども話をさせてもらったところなん

ですけれども、これに加えて、本年度につい

ては新たに市内教員で構成する研究会組織を

立ち上げました。本研究会の活動を通して、

市内教職員の資質向上を図ることを目的とし

ているんですけれども、それに加えて、本市

のＩＣＴ活用推進の中核となる教員の育成と

いうことも考えております。そして、その先

生方を中心として各学校の垣根を越えたネッ

トワークづくりを進めていきたいと、そんな

ふうに思っております。そして情報共有を一

層推進していきたいなと、そんなふうに考え

ております。 

 １年目というのは、特に教育委員会として

伴走支援というのが大切かなと思っておるん

ですけれども、その後、いつまでたっても伴

走支援というわけではなくて、自立支援とい

うことも考えていかなあかんという視点から

このような仕組みを考えているところです。 

○議長（小林 弘君）10番 土井君。 

○10番（土井裕美子君）今お答えいただきま

した中で、学校の垣根を越えたネットワーク

づくりというお言葉が出たんですけれども、

具体的にどんなイメージをお持ちになられて

いるのでしょうか。 

○議長（小林 弘君）教育長。 

○教育長（今田 実君）よくある質問という

のがありますよね、ＦＡＱという。いわゆる

そういうイメージを持っていただけたらと思

います。それをネットワーク上でしようとい

うものです。例えばトラブル対応や利用に関
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する質問等、困ったことをオンライン上に書

き込むと、他の学校の教職員とか教育委員会

の担当職員が回答するといった枠組みをつく

ろうと思っておる、そんなことでございます。 

○議長（小林 弘君）10番 土井君。 

○10番（土井裕美子君）ありがとうございま

す。すばらしい取組だと思います。私もそん

なにネットには強いほうではないので、トラ

ブルが起こったときにはパソコンで困り事を

入れると、それにベストアンサーみたいなの

が出てきて、それで情報を収集してから対処

していくということをしております。まずま

さにそういう感覚で、橋本市内の学校間でそ

ういうネットワークをつくり上げていくとい

うことですよね。一刻も早くつくり上げてい

っていただきたいと思います。 

 それから、もう一点、便利にＩＣＴは使え

るんですが、その反面、いろいろな情報モラ

ルの問題もございます。ネットでいじめに遭

うとか、そういうこともありますので、使う

限りはそういう危険性というのもきっちりと

子どもたちに教えていかなければならない。

便利なものだけではないんだよ、怖いことも

あるんだよ、こういうことをしてはいけない

よということも教えていかなければなりませ

ん。 

 橋本市の学校教育情報化推進化の計画とい

うのを立ち上げていただきまして、私も読ま

せていただきました。その中で基本目標のま

ず１という一番大切なところの中で、情報モ

ラル、情報セキュリティーに関する充実をし

っかりと図るというふうに明記をしてござい

ましたけれども、それに関しましては、教育

委員会といたしましてはどのような研修をお

考えになっているのかということをお教えい

ただきたいと思います。 

○議長（小林 弘君）教育長。 

○教育長（今田 実君）情報モラル、情報セ

キュリティー等に関する研修というご質問で

すけれども、昨年度、情報モラル教育の狙い

と課題、指導上のポイント、指導事例等の内

容を盛り込んだ研修動画を作成いたしました。

教職員の指導力向上に利用していただいてお

ります。 

 また、先ほど議員も話題に上げていただき

ました、これです。「橋本市学校教育情報化ハ

ンドブック」においても、児童生徒の発達段

階に応じて取り扱う内容を明示するとともに、

情報モラル、情報セキュリティーに関して指

導の際、参考となるサイトも紹介しています。

児童生徒が閲覧するための動画が紹介されて

いるものや学習指導案が紹介されているもの

もあり、平素の指導の中に利用できる内容と

しております。 

 また、情報モラル等については全ての学校

において、道徳の時間を中心に学習も行って

おります。小学校１年生から発達段階に応じ

た内容があって、一例を挙げさせていただき

ますと、グループラインによるトラブルにつ

いて、また、写真のアップロードや違法ダウ

ンロードの教材などについては、高学年、中

学校になれば問題になってくるところであり

ます。それに向けて高学年から、そういった

内容を取り扱ったりもしております。 

 また、ＳＮＳによるトラブルが多くなる中

学校においては、県警から非行防止教室、い

わゆるキッズサポートスクールというような

授業がありますので、それを実施して、ＳＮ

Ｓに起因する犯罪等について学習している学

校もあります。 

 さらに、通信事業者によるスマホ携帯安全

教室などの開催を依頼すればしていただけま

すので、そういったことを利用したり、また

和歌山弁護士会の出張講座を活用させていた

だいたり、ネットトラブルについて学習して

いる学校もございます。それぞれの学校で工
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夫しながら取り組んでいただいておるところ

です。 

 情報モラル教育については、子どもだけが

学んだらいいということではございません。

大事なことは保護者に対しても理解を求めな

ければなりません。子どもは学校ではその端

末を使っていますが、家へ帰っての家庭での

生活の中ではスマホを持っている子どもたち

もたくさんいます。スマホを与えているとい

うことは、保護者の責任において与えている

ということを認識していただくことも大事で

す。ですから、保護者に対しての啓発も同時

に、積極的に行っていきたいと考えています。 

○議長（小林 弘君）10番 土井君。 

○10番（土井裕美子君）基本目標の１にしっ

かりと掲げていただけているだけあって、そ

の辺のところは教育長も専門的な知識をお持

ちというふうにお伺いしておりますので、十

分安心しておりますけれども、やはり繰り返

し指導をしていってあげていただきたいと思

います。１回言うたぐらいではなかなか身に

つくこともないかと思いますので、いろいろ

な時間において情報モラル、情報セキュリテ

ィーに関する問題は取り上げていっていただ

いて、なおかつ、保護者のほうにも積極的に

行っていくということでございましたので少

し安心しましたけれども、これも繰り返し行

っていただきたいというふうに思います。 

 そんな中で持ち帰りのことに関してなんで

すけれども、質問の中では、家にはまだ毎日

は持ち帰っていないということですよね。家

庭に現状は毎日は持ち帰っていないけれども、

コロナ感染症で学校が休校になったときであ

るとか、それから登校できない場合の、不登

校の生徒に対する学習保障のために、一部の

学校で持ち帰らしているということもござい

ますけれども、家庭に持ち帰ったときに、こ

のサイトは見られないようにするとかという

ようなフィルタリングというのはかけていら

っしゃるんですか。かけることはできている

のかというのを教えてください。 

○議長（小林 弘君）教育長。 

○教育長（今田 実君）家庭に持ち帰った場

合においてもフィルタリングができるかとい

うご質問ですけれども、学校外のネットワー

クに今子どもたちが持っている端末で接続し

た場合においても、学校内のネットワークに

接続したのと同様にフィルタリングをかける

ことができるようにしております。また、時

間帯を指定してネットワークの接続を制限す

るといったことも、しようと思えばできる状

況にはあります。ですから、夜遅くまでイン

ターネットを利用するといったことは防ぐこ

とはできるんですけれども、こういったこと

もやっぱり学びの中で子どもたちが主体的に

そのことを判断してできるようになっていく

ことが望ましいかなと思っておるところです。

セーフティーネットはかけております。 

○議長（小林 弘君）10番 土井君。 

○10番（土井裕美子君）今は持ち帰っていな

いけれども、将来的には持ち帰ることも考え

られます。そのような中でもしも何か、高価

なものですのでタブレットとしましては、修

理が必要になったりとかというときの対応に

ついてはどのようになされているのでしょう

か。 

○議長（小林 弘君）教育長。 

○教育長（今田 実君）現在の想定としては、

学校内で使っているときに、例えば誤って落

としてしまって画面が割れただとか、かなり

使っていますのでキーボードなんかも壊れて

しまうというようなことがあったりします。

その場合については各学校に今のところ予備

機というのを用意しておりまして、それと交

換するという対応、また修理に要する費用に

ついては、現在、市のほうで予算化して対応
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をしているところです。 

○議長（小林 弘君）10番 土井君。 

○10番（土井裕美子君）ありがとうございま

す。今は持ち帰っていないけれども、毎日持

ち帰るというのは教科書もあるし、ランドセ

ルも大変重たくなってというような論議も割

と世間ではあるようでございますので、毎日

は持ち帰らなくてもいいんだけれども、夏休

みとか学校の長期休暇のときには、できたら

端末を持ち帰って自主勉強とかドリルをそれ

ぞれの自分の習熟度に合わせてできるという

ようなことも考えられますので、今後、長期

休暇のときに端末を持ち帰るということも考

えられているかと思うんですけれども、その

辺の教育長のお考えはいかがでしょうか。 

○議長（小林 弘君）教育長。 

○教育長（今田 実君）現在については、先

ほどもお話しさせてもらったように、学校内

での利用を基本的には考えています。そして、

本当に学びが学校でできなくなった場合につ

いては持ち帰り、それに対応できるような形

を取っているんですけれども、やっぱりこれ

を進めていくためには、常時それを活用した

学びというのを保障していくことが大事かな

と思っております。今後、どういった形でそ

れを実現していくかということについては検

討していきたいと、そんなふうに考えており

ます。 

○議長（小林 弘君）10番 土井君。 

○10番（土井裕美子君）せっかくいいものが

あってもそれをきっちりと使いこなせないと、

確かに持ち帰っても何をどうすればいいのか

というのも分かりませんし、そのためにはき

っちりと授業の中でタブレット端末にしっか

りと親しませてあげるということも大事だと

思います。情報モラル等の問題もございます

ので、その辺は検証をして、持ち帰らせてい

ただきたいなとも思いますし、ちなみに、今

回質問をするにあたって紀の川市にお伺いを

したのですけれども、紀の川市は学校によっ

ては校長の裁量でこの夏休みにも何校かは持

ち帰らせましたというようなお話も聞いてお

りますので、持ち帰らせればいいというもの

ではございませんし、ちゃんときっちり使い

方をマスターして効果が出るのであれば、せ

っかくいいものでございますし、持ち帰らせ

ることも考えていただきたい。今後検討をす

るということでございますので、前向きに検

討をしていただけたらと思います。 

 次に、ＩＣＴを活用することによりまして、

子どもたちだけではなくて先生方も校務支援

システムの導入であるとか、それからプリン

ト類のデータ化、オンライン会議の実施で仕

事の負担軽減が進んでいるという反面がある

と思います。しかしながら、答弁にもござい

ましたように、新しい機器を取り入れたこと

によってＩＣＴの新しい知識を身につけなく

てはいけません。私も教員をしておりまして、

なかなか新しいものが入ってきてその勉強を

するのにもとても時間がかかった覚えがござ

います。 

 そのような中で、設問の１の答弁にもあっ

たんですけれども、ＩＣＴの活用が進められ

ている教員とそうでない教員の差が生じてい

るというふうな課題が浮き彫りになってまい

りました。それらを解決するために、ＩＣＴ

支援員というのが配置をされていると思いま

す。たしか国の目標としては、４校に１人の

ＩＣＴ支援員を配置する財政措置が交付税措

置として行われているということでございま

すけれども、このＩＣＴ支援員の本市におけ

る現状についてお教えください。 

○議長（小林 弘君）教育長。 

○教育長（今田 実君）ＩＣＴ支援員の現状

についてお答えします。令和３年度から５年

度までの３年間、各校に月２回ずつ配置する
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予定と現在はしております。現在、５名体制

で回っていただいております。その中でソフ

トウエアの利用方法とか機能についての校内

研修の実施、授業における具体的な活用に関

する提案、実際の授業に入っての教員及び児

童生徒への操作支援等の業務に従事していた

だいておって、学校をサポートする上で今は

なくてはならない存在なのかなと、そんなふ

うに考えております。 

○議長（小林 弘君）10番 土井君。 

○10番（土井裕美子君）ＩＣＴ支援員という

のは本当になくてはならない存在というお答

えがございました。効果も大変認められてい

るところでございます、他の自治体でも導入

されているところは。その中で一つ書いてあ

ったのは、本市においては多分ちゃんと明確

化されていると思うんですけれども、ＩＣＴ

支援員を配置する際のポイントとしては、教

員と支援員との業務の明確化というのが非常

に大切であるというふうに書かれておりまし

たけれども、本市においてはその辺はちゃん

ときっちり明確化して行われているのかとい

うこともお聞かせください。 

○議長（小林 弘君）教育長。 

○教育長（今田 実君）本市のＩＣＴ支援に

ついては、委託契約に基づきまして各学校に

行っていただいております。業務内容につい

ては、その中で大きく四点行っていただくこ

とで通知しているところです。一つは授業支

援、二つ目に研修の支援、三点目に校務の支

援、四点目にはトラブル対応等の支援でござ

います。 

 ただし、支援員が教員のように主になって

学習内容を指導するって、そういうのではな

くて、教員がそれを進めながら、それをサポ

ートする必要が出てきたときに教員に対して

も支援も頂きますし、子どもたちにも支援い

ただくといった対応になっております。 

○議長（小林 弘君）10番 土井君。 

○10番（土井裕美子君）きっちりとやってい

ただいているようには思うんですけれども、

各校に月２回で５名体制で行われているとい

うことでございますけれども、この質問をす

るにあたりまして支援員がどのような配置を

されているのかなというのをいろいろ調べさ

せていただいたら、国は目標として４校に１

人として配置するということでございました

けれども、何と全然配置してない学校もある

ようですね。50％に満たない、43％でしたか

ね、配置していない。交付税措置がしてある

にもかかわらず、ほかのところにお金を使っ

ているという、43％のところしかＩＣＴ支援

員が配置していないということで、橋本市は

今お聞きしましたら月２回来てくれていて、

５人の人が配置されているということでござ

いますので、大変よかったかなと思っている

んですけれども。 

 紀の川市におかれましては、紀の川市は小

学校が16校で、中学校が５校で合計21校ある

んですが、７名の支援員さんが来てて、大規

模校、小規模校で少し違うようでございます

が、大規模校に関しましては週２回支援員が

入っていると。小規模校に関しましては週１

回ですと。学校現場からはもっと多く配置し

てほしいというような要望が大変あるようで

ございますので、来年度からは増員の計画を

進めていきますというような情報も頂きまし

た。それと、人がころころ変わるのではなく、

同じ人が同じ学校にずっと入っていただける

ことで、子どもたちにしても、それから教員

と支援員とのコミュニケーションができます

ので、いろいろな質問等が聞きやすくなるの

で常時同じ人が入るということがよいですと

いうようなことも聞きました。 

 ですので、ＩＣＴ支援員というのは、本当

にこのＧＩＧＡスクール構想においては必要



－142－ 

な支援だというふうに考えておりますが、本

市におきましては令和３年度から令和５年度

までの３年間はこの契約でいくということな

んですが、ＩＣＴというのは刻々と変化をし

てきます。進化をしてきますよね。アップデ

ートをしていかないと同じ情報だけでは乗り

遅れてしまいますし、それから課題というこ

とにもありましたけれども、よく熟知してい

る使いこなせる先生となかなかそうではない

先生とというのがいらっしゃる中で、学校現

場において多分、恐らく熟知している先生方

に大変負担がかかってきている状況があるの

ではないかなというふうに感じておりますし、

様々な先生方からのお声も聞かせていただい

ておりますので、その辺のところを、使いこ

なせる先生だけに負担がかかるというのも大

変問題がございますし、かといってなかなか

使いこなせない先生に責任があるというので

はなくて、やはりしっかりとＩＣＴ支援員と

かそういう方をきっちりと学校に、できたら

各学校に１人毎日いらっしゃるのが理想的な

んですけれども、なかなか財政的にも困難で

ございますが、せめて月２回ではなく毎週１

回は学校に支援員がずっといらっしゃるとい

うような財政措置をして、なおかつ、３年間

で終わりというのではなくて、少し継続して

同じ支援員を置いていただくというのが理想

ではないかなと思うんですけれども、本市に

おきましてはＩＣＴ支援員の増員というか、

そういうこととか、それから３年間で一旦切

れるけれども、次なる継続については教育委

員会としてはどのようなお考えをお持ちなの

かお答えいただきたいと思います。 

○議長（小林 弘君）教育長。 

○教育長（今田 実君）昨年８月に、橋本市

学校教育情報化推進計画を立てました。４月

末に就任させていただいたときに市長から、

ＧＩＧＡスクールについてはしっかり進めて

ほしいという、そういうお話も頂いておりま

したので、早急に取り組んでいきたいという

ことで、短時間の中だったんですけれども、

まずはこの推進計画を立てることが大事だろ

うということで立てました。 

 その中で、今ご質問を頂いています支援員

のことについても盛り込んでおります。この

計画の中で、３年間の中でどんなふうにして

先生方の資質・能力を高めていくかというこ

とについても明記し、その年度年度ごとに成

果というのを評価して、それに基づいてどう

していくかということを考えていくのが基本

かなと思ってございます。 

 先ほどの答弁の中で、伴走支援と自立支援

というお話をさせていただきました。たくさ

ん支援員を配置することというのは、伴走支

援として本当に大切なことだと思っておりま

す。自立支援というのは、本当に自分たちだ

けで進めていくことができるということを支

援していくことなんですけれども、その辺り

の評価というのを数値化した形で毎年上げて

いっているんですけれども、今のところ、昨

年度よりも今年度アップしているところがご

ざいます。またそれについては来年度、数値

目標を立てて、それに向けて取り組んでおる

ところです。今後どうするかということにつ

きましては、その数値を見ながらまた考えて

いきたいというのが基本的な考え方でありま

す。 

 古い話になるんですけれども、私も担任を

持っている頃に、情報教育の主任を長年にわ

たってしておりました。まだまだ現場の先生

方にとってはなじみのない時代であったこと

もあります。けれども子どもたちに使うとい

うことを勧めていくためには、やっぱりトラ

ブル対応というのが欠かすことはできない。

その場にいて話を聞くことができたら、どれ

だけ授業が進められるかということを痛切に
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感じています。 

 そのときにもう一つ思ったことは何かとい

うと、私以外に一緒にできる教員がおればど

れだけ心強かったかということです。ですか

ら、担当職員だけに任すのではなくて、いろ

んな得意分野を持っている今若い先生方とい

うのはいますので、その先生方の技量もアッ

プしていくことで、学校の中に複数そういっ

た職員をつくっていくことが自立支援につな

がるということもあり、研究会を立ち上げた

り、情報共有の場を構築したりということを

取り組んでおりますので、そんな取組の中で

今後、どんな程度必要になっていくかという

ことを判断していきたいと、そんなふうに思

っております。 

○議長（小林 弘君）10番 土井君。 

○10番（土井裕美子君）私もデジタルの分野

においては本当に不得意な分野でございまし

て、説明書を読んだら分かるやないかとよく

言われるんですけど、説明書を読んでもちん

ぷんかんぷんで分からない。１回教えてもら

っても、何が間違って、どこを押してしまっ

たか分からなくてトラブルになっていること

が本当にたくさんあるんですよ。だから、そ

のときにぱっと横によく分かる人がいて、こ

こをこうやってこうやって押すんですよとい

うふうなことを、何回か失敗をしながらそう

いうふうに教えていただけると、あ、そうか

って解決できるので、デジタルに不得意な者

としては、多分学校の先生方にも不得意な先

生もいらっしゃると思いますし、そういうネ

ットワークを立ち上げて、各学校に何人かデ

ジタルにたけた先生方を置いて、そこから自

立していくというのも大切ではございますけ

れども、まずやっぱりせっかく１人１台、子

どもたちにデジタルの端末を持たせたわけで

すから、どっちかというたら子どもたちのほ

うがどんどん覚えて早く先生に教えてくれる

ということもあるかもございませんが、財政

措置をしっかりして、先生方にそのデジタル

の基礎ができるまでは丁寧に教えていただけ

るようなことも考えていただきたいですし、

分からないからやらないというのではなくて、

分かるようにやはり親切に手取り足取り教え

ていってあげていただきたいので、何とか継

続もして、そして現場の先生のしっかり声も

アンケートみたいな形で聞いていただいて、

現場に即した形でこのＧＩＧＡスクール構想

のＩＣＴ支援に関してはやっていただきたい

なと思います。 

 ＧＩＧＡスクール構想実現のポイントとい

うことで、大変いいことが書いておりました

のでご紹介させていただきますが、デジタル

は不可欠だという価値観を持つことが大事だ

というふうに書いていました。表現とか思考

の道具として、これからは使えるようになら

なくてはいけない。だから、１人１台の端末

が用意されているのだということと、まずデ

ジタルを使いやすい環境をつくること。もち

ろん他人を傷つけるようなことはしてはいけ

ないとか、学びと関係ないことをしてはいけ

ないこととか、最低限のルールは子どもたち

に教える必要がございますけれども、自由に

デジタルを活用して、「先生、これ検索しても

いいですか」と言わなくても常に手元に１台

端末があって、自分が調べたいなということ

を自由に調べられるような、そういう自由な

環境を子どもたちにまずつくってあげていた

だきたいということ。 

 それから、デジタルを自由に使いこなせる

ようになるためにはもちろんきっちりとした

スキルが必要でございますので、アプリの操

作であるとか、キーボードの入力の仕方とい

うのをきっちりと練習する時間を子どもたち

にある程度取って与えてあげてほしいという

こともありますし、そのためには２時間程度
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ではなくて、もう少し様々な授業の中で端末

が使えるようになったらいいのになと思いま

す。 

 学校には今、８月の末ですか、デジタル黒

板が設置されていると思いますので、その併

用も含めて、デジタルは不可欠であるという

価値観を持つこと。そして、デジタルを使い

やすい環境をつくること。それから、できな

いことを練習する時間をしっかりと子どもた

ちに取ってあげてほしいということ。１人１

台端末を与えたからこれでゴールやなという

のではなくて、ここからがＧＩＧＡスクール

構想の出発でございますので、後れを取るこ

となく、鉛筆やノートを自由に子どもたちが

使いこなせるように、デジタル端末も子ども

たちが自由に使いこなせるようにするような

教育を橋本市の教育という形でサポートをし

ていっていただきたいと思いますので、まだ

１年半ぐらいですし、デジタル黒板も導入さ

れましたし、私たちも少しコロナが落ち着き

ましたら学校現場にも視察にも行かせていた

だきたいと思いますし、教育長もデジタルに

はたけたお方でございますし、橋本市の教育

の未来は明るいのかなというのを期待いたし

まして、重々承知していただいていると思い

ますし、できるだけＩＣＴ支援員の増員も視

野に入れながら、これからも子どもたちのた

めにしっかりと頑張っていっていただきたい

というのをお願いいたしまして、私の質問を

終わらせていただきます。ありがとうござい

ました。 

○議長（小林 弘君）10番 土井君の一般質

問は終わりました。 

 この際、10時30分まで休憩いたします。 

（午前10時20分 休憩） 

                     


